
 

 

 

                  

 

 

  

第１１回 花の会作品展 を 

  開催します。 

日 時 ： 2020年 8月 1日(土) 10：30～17:00 

場 所 : 平和堂アルプラザ高槻店 
アクトアモーレ１Ｆ 

大垣書店横通路にて 
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※写真は、昨年開催時のもの 

「
制
度
」
と
「
支
援
」 

 

事
業
所
で
は
、
盛
ん
に
「
研
修
」
が
行
わ
れ
る
。
花
の

会
は
多
い
方
だ
と
自
認
し
て
い
る
が
、
独
り
よ
が
り
か
、

結
果
が
見
え
て
こ
な
い
。「
関
係
発
達
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
結
構
難
し
い
と
私
自
身
も
考
え
て
い
る
。
ど
の
切

り
口
か
ら
…
、
ど
の
様
に
積
み
上
げ
る
か
…
、
自
分
自
身

が
判
っ
て
い
る
の
か
…
、
研
修
か
ら
の
リ
タ
ー
ン
は
ほ
と

ん
ど
聞
か
れ
な
い
。 

 

こ
の
間
は
、
東
海
大
の
中
島
由
宇
さ
ん
の
知
的
障
害
か

ら
み
た
心
理
療
法
と
は
ど
の
様
に
な
る
の
か
、
テ
キ
ス
ト

を
あ
た
っ
て
き
た
。
今
年
に
入
っ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を

幸
い
に
、
2

月
に
出
版
さ
れ
た
東
京
の
多
摩
で
の
「
た

こ
の
木
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
を
ま
と
め
た
『
支
援
の
て
ま
え

で
』
（
生
活
書
院
）
に
は
ま
っ
て
い
る
。
関
連
し
た
本
で

『
良
い
支
援
？
』
『
「
ズ
レ
て
る
支
援
！
』
（
と
も
に
生
活

書
院
）で
は
、見
え
て
こ
な
か
っ
た
も
の
が
そ
こ
に
は
あ
っ

た
と
感
じ
る
。
ま
た
、
た
こ
の
木
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
ま
と

め
て
い
る
法
政
大
の
三
井
さ
よ
さ
ん
の「
ベ
ー
ス
の
支
援
」

「
ケ
ア
論
」
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
た
い
。 

 

た
こ
の
木
ク
ラ
ブ
は
、
多
摩
の
地
域
運
動
の
中
か
ら
生

ま
れ
、「
と
も
に
生
き
る
」
を
考
え
て
き
た
団
体
で
す
。
40

年
の
経
過
か
ら
、
同
様
な
こ
と
、
違
う
こ
と
が
見
え
て
く

る
。
十
数
人
の
知
的
当
事
者
が
「
自
立
生
活
」
を
し
て
い

る
こ
と
は
、
大
き
な
違
い
で
す
。
一
つ
の
テ
ー
マ
は
「
制

度
利
用
と
支
援
提
供
」
で
、
違
っ
た
道
を
進
ん
で
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
制
度
と
な
り
、メ
ン
バ
ー

は
「
利
用
者
」
と
さ
れ
、
そ
れ
を
担
う
職
務
を
「
職
員
」

が
遂
行
す
る
の
が
、
当
然
の
世
界
と
な
っ
て
い
る
。
時
代

と
共
に
世
代
が
変
わ
り
、
制
度
で
覆
わ
れ
る
様
に
な
り
、

関
係
と
言
っ
て
も
か
つ
て
の
関
係
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
を
ど
の
様
に
伝
え
て
い
く
の
か
。
ど
の
様
な
方

策
が
必
要
な
の
か
。
考
え
て
い
き
た
い
。 

（
や
ま
だ
の
か
か
し
） 

花の会 の各店舗は、 
営業を再開いたしました 

新型コロナウイルスの感染防止

対策に取り組んでいます。 

お問い合わせは下記、 

第２共働舎花の会 へ。 

リサイクルショップ花の会 

072-697-7033 



 

  
 

 

厳しい状況ですが、地域での活動や課題解決に全力で

取り組んでいきます。 

４月７日、国が新型コロナウイルス（以下、コ

ロナ）による緊急事態宣言を発令し、大阪では５

月21日に解除されました。しかしながら７月現在

も東京で200人以上の感染者が続く等、第2波が

懸念され、まだまだ不安が払拭されない日々が続

いています。幸いにも、花の会では感染予防に努

める日々の中、感染者は出ていませんが、活動に

は大きな影響が出ています。未だに終息の見通し

も見えないのが現状ですが、この間の日中活動に

おける振り返りと今後について考えていきたいと

思います。 

例年、寒い時期になるとインフルエンザ予防の

ために手洗い、消毒、マスク、定期的な換気等感

染予防を徹底する様に心掛けていますが、今年は

コロナの波も押し寄せました。３月に入ると、市

中感染が広がり始め、病院や福祉関係の事業所で

クラスターが発生した報道があると、いつ身近な

人が感染してもおかしくない様な危険性を感じま

した。予防策の徹底、検温、マスクや消毒液の確

保（花の会後援会からマスクの寄付を頂いていま

す。ありがとうございます。）そして３密を避ける

ためにも、行事や会議の中止と縮

小、更には店舗の一時休業も余儀

なくされました。４月の運動会、

５月のバザー、６月の花の会総会

交流会、７月の夏祭り、プール実

習、９月の一泊研修旅行（延期の予定）等、メン

バーが楽しみしているイベントを軒並み中止にせ

ざるを得ない寂しい状況です。メンバーはどう感

じているのでしょうか？目に見え

ないコロナというリスクを説明し

てもなかなか想像がつかない人も

いますし、逆により大きな不安を

感じている人もいます。ソーシャ

ルデイスタンスでお互いに距離をとることに関し

ても、支援をする中で難しい面が多々あります。

物理的な距離間で心の距離感までも離れない様に、

いつも以上に思いに寄り添うことが必要となって

います。 

更に、先述のとおり、リサイクル

ショップの一時休業、バザーの中

止、学校販売のストップ等の販売機

会の減少は、メンバーの工賃確保が

困難な状況も生み出しました。非常

に心苦しい選択ではありますが、５月分から10月

分の工賃は日給 600円の支給を停止して、基本給

と皆勤手当のみの支給となっています。基本給に

関しては、家族会からの補填（一人当たり 3,000

円、6 か月分で約 277 万円）、個人的にも知り合

いの方から寄付を集めて頂いたご家族（約40万円）

等のご協力で、一人当たり 5,000 円となっていま

す。皆様のご協力ありがとうございます。10 月以

降の工賃に関しては、収支の状況がどのぐらい戻

せるかによりますが、できるだけ元の工賃設定に

戻せる様な取り組みを行うことも大きな課題と

なっています。 

いつもと違う日常生活になんとなく疲労を感じ

ることも多くあります。常日頃は意識していませ

んが、通常の活動が出来ること自体が有難いこと

なんだなぁと改めて感じます。コロナのリスクと

共存する新たな生活様式や働き方等が提言されて

いますが、その様な環境において、それがどうし

ても出来ない障害のある人が取り残されたり、差

別や偏見が助長されたりしないかの懸念もありま

す。まだまだ予断の許されない状況が続いていま

すが、予防策を取りながらも、地域での活動が後

退しないために、新たな活動方法を皆さんと模索

していきたいと思います。 

（第 2共働舎花の会 牛嶌 亮）
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●「在宅勤務」や「家庭学習」の“リモート”が主流?!  

 地域や職場では、”つながり”が希薄になったと言

われ続けています。新型コロナウイルスの影響で、

“家族の絆”が見直される一方、“リモート”なるも

のが大流行です。みなさんの周りではどうですか？

私などは、取り残された感が募るばかりです。便利

になることは有難いことですし、

我が娘など「大学行かないまま

が、いいのに」と言っています。 

でも、私は、何かあった時に

携帯電話やパソコンを通して色々優しい言葉をかけ

てもらうより、ただ黙って隣に座っていてくれるこ

とが有難いと思うのですが、皆さんはどの様に考え

ますか？お互いの気持ちを“感じる”ということが

キーワードではないですかね。その場に一緒にいな

くて、感じ取れるものなのかなあと思ったりします。 

ある本の中の言葉が、胸に刺さりました。一部内

容を抜粋します。 

 

家庭内暴力を受け続けた

若者は、「身体の不快さ」をど

うやってごまかすのか？「携

帯電話を見ていないと気がす

まない」「たばこを吸っていな

いとイライラをおさえられない」「その場にいること

が怖くてじっとしていられない」といった多様なア

ディクション（依存）は、一人でこの不快さから逃

れるための行為なのだ。そして「快の不在」。彼らは

とても怖い状況の中に居続けていたので、そもそも

“安心する”という状況を分かりづらい。こういっ

た状態であっても、過去に誰かに話したことも、話

すことによって解決したこともない。 

 

 私が感じたのは「痛み」でした。この痛みが何に

つながるのか、自分でも整理出来ていません。でも、

“この痛みを覚えておかなければ”と感じました。 

 

●心の声に耳を傾け、お互いを感じあい～ 

例えば、職場で「支援者は“相手を理解し、共感

すること”が必要だ」なんてよく言われますが（私

も言っているなぁ）、一人の人間対人間として向き合

うためには、まず、立場や役割を横において、自分

の心に耳を澄ますことから始めないといけないので

はないか、と思う今日この頃です。お互いをただ“感

じる”。そこから本当の意味での“つながり”が出来

ていくのではないでしょうか…それが、“共に生きる”

ことにつながっていけたらいいなと思います。 

（共働舎花の会 山口 由美子） 

 ～ 感想をひとこと ～ 

私なりに考えた“人とのつながり”は、

時代の流れと共に“つながり”という形が変化して

いくのではないでしょうか。私自身も画面越しで人

と関わるということに違和感を覚えます。ひと昔前

までは、新年の挨拶は年賀状を何十枚、何百枚と作っ

ていた時代が、今や携帯で済ませることで人とつな

がっていたり、好きな相手に告白する時はラブレター

を書いて気持ちを伝えていた時代が、今や携帯の

ＬＩＮＥでサクッと済ませてつながってしまうことが

普通なようですね。今の若い世代の人達にとっては、

それが普通のようですが、私と同じように何か物足

りないなぁと思う人は時代遅れなのかもしれません

ね。（笑）時代と共にどんな形に変化したとしても、

人の温もりを感じられる“つながり”は大事にして

いきたいですね。 （第 2共働舎花の会 菊地 宏周） 

 

は な み ず き 

(仮称：第 5 共働舎花の会) 

ただいま、建 設 中 
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「つながり」を考える  



 

 

 
 

2020 年度、児童支援部門

（児童発達支援、放課後等デイ

サービス）の新たな取り組みと

して、「虐待防止研修」を、花

の会の虐待防止規程策定、法人

全体・グループホーム・就労部

門の研修等、人権・権利擁護に

ついて、様々なご助言、指導を

いただいている一般財団法人

フィールド・サポート em.（え

ん）代表理事  栗原氏に

依頼し、年間（計５回）を通じて、行うことにしました。 

７月１５日（水）、「昨年度の虐待防止研修（６/１１）

レポートと回答の振り返り等を通し、１年間の研修

のスタートラインを揃えましょう」と題し、第１回

目の研修を行いました。人権・権利擁護に関する概

念、虐待防止の取り組み、こどもの権利擁護、虐待

について、以前の研修レポートへの改めての回答、

法人の人権推進・虐待防止規程まで、まさにスター

トラインを揃えるにあたり、必要な情報を盛り込ん

だ研修となりました。 

虐待防止研修というと、どの様なイメージを持た

れるでしょうか。 

 

 

 

身体的虐待、心理的虐待、放

棄・放置（ネグレクト）、性的虐

待、経済的虐待・・一つひとつ具

体的に学ぶという方法もありま

すが、今回は「生まれながらに

持っている権利。人権の重み。関

わる者の理解。やってあげる、

守ってあげる・・ではない、様々

な問題行動と言われることに目

を向けるのではなく（対処療法

ではなく）、なぜなのか、心を通

わせ続ける。簡単に答えは出ない。自分の考えに固

執するのではなく、様々な考え方があることを理解

し、学び、また再び心通わせ続ける・・」という、

私たちが関わり続けていく中で、一番大切にしない

といけないこと（基本といえば基本ですが・・）を、

自ら関わって来られた経験、今までの花の会での研

修で寄せられた質問等に答えながら、ぎゅっと、２

時間弱に要点を収め伝えていただいた研修でした。 

あと４回の研修をどの様に取り組んでいくのか、

講師の栗原氏、職員と共に、一緒に考えて行きたい

と思います。また花の会ニュース等において、報告

していきます。  （さくらクラブ 平田 昌史） 

 

 
 

 

児童支援部門職員による「リレーコラム」。ふと感

じたこと、思ったこと、学んだこと・・など、自由

に書く、そんな「コラム」にしたいと思います。よ

ろしくお願いします！ 

第１回目「リレーコラム」のテーマは、「子どもの

権利条約」です。 

先日、改めて児童福祉法、子どもの権利条約につ

いて確認する機会を得ました。こどもの人権・反差

別・平和を考える「はらっぱ」（発行：公益社団法人

子ども情報研究センター）の昨年１２月号に“子ど

もの権利”で教育はひらかれるのか？と特集が組ま

れていて、児童福祉法改正についての記述がありま

した。そこで繰り返し表現されていた「子どもの意

見の尊重を通して子どもの最善の利益を実現する」

という一文。主に学校教育についてのことでしたが、

放課後等デイサービス（や児童発達支援）でも大切

なことだと思いました。特に発達に遅れがあり、療

育が必要とされ様々な経験、学びを得るために制度

を利用する子どもたち。支援者と利用児童という関

係の中・・・気を付けないと、支援者が知識や経験

を「与える者」となり、上下関係が生まれてしまい

ます。前述した「意見の尊重を通して、子どもの最

善の利益を実現」（支援のガイドラインにも示されて

ることですが）、権利を守るためにも、改めて一人ひ

とりの意見に耳を傾け、子どもたちが与えられて成

長するのではなく、子どもたち自身が考え、表現し、

自己実現する過程をどう作るのかをしっかり意識す

る必要があるなぁと感じました。 

どう実践していくのか、機会があれ

ば、もう少し具体的に考えてみたいと

思います・・。 

（さくらクラブ 平田 昌史）
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児童支援の報告 

虐 待 防 止 研 修 を行 い ま し た

「子 どもの権 利 条 約 」について



 

■「嫌や」と言えることも大事 言えなく

なることの方が深刻 

       （Ｚ世話人） 

今月の名言 

Ｖ 

 

           

 
 

現在、フラワーホームでは、高槻市北

部で新しいグループホームの建設を進め

ています。 

新ホームについては、昨年 12 月に用

地について情報を頂き、地元の皆様への

説明や売買契約の締結、開発に向けての造

成工事を進めており、これから糧物を建築

する工事へと移っていきます。年度内での

完成を目指して、慣れない手続きや申請等

に追われている毎日です。 

さて、ホーム建設とは何か。身近な町中に地域の

一員として溶け込んで暮らす、そのような思いを共

有しながら進めるのですが、実際には用地が市街化

調整区域を使用できなくなったこと、建築協定のあ

る地域が多いこと、等建てる地域が限られてきます。

特に、既設のホームよりも居住性がよく、よりゆっ

たりと生活できること

が求められます。しか

し、地価や建設費の高騰は、家賃の設定を

高くしてしまい、補助金を導入しないと運

営できない弱さを持ちながら、新たな建物

の建設に進んでいかなければなりません。 

ホームの建設が急務と言われ、待った

なしとなっています。これに失敗すれば、

多くのメンバーが入所の選択を迫られる

こととなり、役所や相談員の理解が昔の

ままである状態で、一刻の猶予もないのが実情です。

が、長くホームで暮らすメンバーの自立や家族の覚

醒が、後押しではないが地域の生活のありようを変

えてもいくのだろうと期待しています。 

皆さん、グループホームの世話人（生活支援員）

を目指しませんか。希望があればいつでも応接いた

します。     （フラワーホーム 松本 剛）

 

 

 

 

気ままな「癒し」「元気」の発信コーナー  

そろそろ夏の声が聞こえてきましたね。今回

のテーマは「生活」です。 

私の友人Ｈさんは、芥川商店街に位置する

「こすもす」をよく利用します。会うと、店内で販

売している「おからかりんとう、美味しいよね♪」

「3 袋 1,000 円？もう少しお得感があるとよいよ

ね」と楽しげな話題が出ます。店頭のフリーペーパー

ラックの『花の会ニュース』購読者でもあり、「西井

ちゃん記事書いてるんやん？！」と反応が早い。記

事を書いたことで、地域との関わりを実感しました。 

関わりと言えば、グループホーム。一人でいたい

人も賑やかが良い人も、一つ屋根の下。時には喧嘩

もあるでしょう。 

家族的な環境を望む方は、皆で一緒

に夕食をすることで和むでしょう。一

人暮らしや自分時間で食べたい方には

窮屈になるかもしれません。その人に

しっくりくるということが一番心地よ

いのは言うまでもありません。スタッフはその声に

どれだけ反応出来るか？！ 

自由度が低い状態でも、人との関わりで生活が豊

かになることも有ります。それはグループホームで

の生活もしかり。案外としっくり歯車が合う瞬間は

出てきます。 

このグループホームはどんな所？どんな生活をし

たい？どこまでが本人の希望や権利であり、また、

フラワーホームはどれだけの安全な環境と豊かな

サービスを提供出来るのだろう。今のシステムの中

での出来る・出来ないを把握し提示すること、そし

て常に取り組むこと、それは周りを振り回さないた

めの、最低限の丁寧で誠実なサービスの土台だと私

は思います。 

一度しかない人生、出会った仕事をじっくり、ゆっ

くり味わってよいと思うのです♪  

 

 

 

 

 

 

 （フラワーホーム 西井 嘉奈子） 
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┴ について考える 

世 話 人 の  西 井 で す – ３ - 
























